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画
等
を
話
し
合

っ
て
、
講
座
を
し
た
り
花

壇
を
整
備
し
た
り
と

い
っ
た
諸
活
動
を

し
て
い
く
と

い
う
流
れ
が
で
き
て
い
ま
す
。

市
民
の
手
で
運
営
が
う
ま
く
回
る
、
こ
こ

に
も

エ
コ
ッ
ト
の
運
営
力
の
醍
醐
味
を
感

じ
ま
し
た
。

ま
た
、
土
地
柄
で
し
ょ
う
か
、
豊
田
市

は
大
き
な
自
動
車
会
社
が
あ
り
、
イ

ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
に
自
動
車
会
社
勤
務
だ

っ

た
方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。
生
活

に
も
余
裕
が
あ
る
上
、
技
術
や
経
験
値
が

高

い
市
民
が
少
な
く
な

い
、
と
い
う
お
話

で
し
た
。
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た
多
種
多
様
な
事
業

エ
コ
ッ
ト
は
豊
田
市
全
市
民

（
４２
万

人
）
の
エ
コ
ラ
イ
フ
を
め
ざ
す
た
め
、
子

ど
も
園
で
積
み
木
遊
び
を
通
じ
た
木
育
事

業
や
、
清
掃
工
場
や
展
示
室
の
見
学
案
内
、

環
境
講
座
や
出
前
事
業
等
を
行

っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
内
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
と
よ
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
、
地
元
の
企
業
と

市
民
団
体
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
環
境
活

動
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
等
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
に
選
定

（２
０
１
８
年
）
さ
れ
た
豊

田
市
を
盛
り
上
げ
る
拠
点
施
設
の

一
つ
と

し
て
、
日
々
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
５
月
の
春
の
研
究
討
論
会

５
月
２６
日

（８

８̈
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〓

∞̈
９
、
本
研

究
部
会
は
、
「
廃
棄
物
資
源
循
環
学
会

・

春

の
研
究
討
論
会
」
れ
に
お

い
て
、
「
運

営
組
織

の
作
り
方
～
人
材
と
育
成
」
を

テ
ー
マ
に
セ
ツ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

本
記
事
で
取
材
し
た
長
内
事
務
長
を
筆

頭
に
、
経
験
豊
か
な
凄
腕
の
施
設
運
営
者

ら
が
集
い
語
り
合
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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ステップアップ研修として救急救命訓練も

市民の自主的な取り組みの場を提供

エコに関する知識を育む「もつた博士のかがく倶楽部」

積み木キャラバン隊を通じた木育事業

●連絡先●

環境学習施設研究部会

「環境学習施設研究部会」で検

索すると、(―社)廃棄物資源循

環学会環境学習施設研究部会の

ページがでてきます。同部会が

facebookの「環境学習施設を考

える会」も運営しています。
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